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1.はじめに 

 フライアッシュには，アルカリ骨材反応による膨張を抑制する効果があることが知られている．しかし，燃

料炭の産炭地および燃焼条件等の諸要因の違いがフライアッシュの科学的成分および物理的性質を変化させ

る．本研究では，フライアッシュの成分がコンクリートの性能に及ぼす影響について調べた． 

2.実験概要 

 実験には，炭種の異なる 7 種類のフライアッシュを用いた．また，フライアッシュをふるい分けて，ブレー

ン値を変化させたものも用いた．図中のフライアッシュの名前は，フライアッシュのブレーン値およびシリカ

の含有量を示している．乾燥収縮ひずみ試験には，上下面にゲージプラグを埋め込んだ 40×40×160mm の角

柱供試体を使用した．アルカリ骨材反応性試験は，JIS A 1146 のモルタルバー法を参考にして，フライアッシ

ュを質量比で結合材の 10%用いて行った．また，API 法も参考にした 1）． 
3.実験結果および考察 

 図 1 は，フライアッシュをふるい分けることによって，ブレーン値を変化させたフライアッシュの活性度指

数とフライアッシュのブレーン値の関係を示したものである．この図より，フライアッシュのブレーン値が大

きいものほど，フライアッシュの活性度指数が大きくなっていることが分かる．図 2 は，フライアッシュのブ

レーン値と乾燥収縮ひずみの最終値の関係を示したものである．この図より，フライアッシュのブレーン値が

大きいものほど，乾燥収縮ひずみの最終値が大きくなっていることが分かる．しかし，影響は小さいものと言

える．図 3 は，フライアッシュの API 値とコンクリートの中性化速度の関係を示したものである。この図か

ら，API 値の高いものほどコンクリートの中性化速度は大きくなることが分かる。図 4 は，モルタルバーの材

齢 6 ヶ月における膨張量とフライアッシュのブレーン値の関係を示したものである．この図より，フライアッ

シュのブレーン値が大きいものほど，アルカリ骨材反応抑制効果が高くなっていることが分かる．また，フラ

イアッシュ中のシリカの含有量が多いものほど，アルカリ骨材反応抑制効果が高くなっていることが分かる．

図 5 は，フライアッシュの主成分であるシリカおよびアルミナに着目して，API 法に従い，フライアッシュの

代りにシリカおよび水酸化アルミニウムを用いた場合のカルシウムイオン濃度の変化を示したものである．こ

の図より，シリカおよび水酸化アルミニウムは，水酸化カルシウムを消費してコンクリート中の細孔溶液の

pH を下げることによって，アルカリ骨材反応を抑制するものと思われる．図 6 は，フライアッシュ中のシリ

カとアルミナの総量と材齢 6 ヶ月における膨張量の関係を示したものである．この図より，フライアッシュ中

のシリカとアルミナの総量が多いものほど，アルカリ骨材反応抑制効果が高くなっていることが分かる． 
4.まとめ 

 フライアッシュの成分がモルタルの乾燥収縮ひずみに及ぼす影響は小さい．中性化の進行速度を判定するに

は，フライアッシュのポゾラン反応性を評価するために用いられる API 値が有効である．また，フライアッ

シュのブレーン値が大きいものほど，活性度指数が大きくなり，また，アルカリ骨材反応の抑制効果も大きく

なる．さらに，フライアッシュ中のシリカおよびアルミナの含有量が多いものほど，アルカリ骨材反応抑制効

果が大きくなる． 
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図 1 ブレーン値が活性度指数に及ぼす影響 

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0 65.0

API - %

Age at the start of test: 7days

C
ar

bo
na

te
d 

 s
pe

ed
 - 

m
m

/√
da

y

Fly ash to binder ratio: 10%

 

図 3 API 値とコンクリートの中性化速度の関係 
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図 5 水酸化アルミニウムによるカルシウムイオン 

 濃度の変化 
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図 2 ブレーン値が乾燥収縮ひずみに及ぼす影響 
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図 4 ブレーン値が膨張量に及ぼす影響 
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図 6 シリカとアルミナの総量が膨張量に及ぼす影響
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